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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されたデータラインと、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、
　行及び列を有するピクセルのアレイであって、前記ディスプレイの第１のエリア中の行
の前記ゲートラインが、前記ディスプレイの第２のエリア中の行の前記ゲートラインより
もピクセルの前記アレイ中の前記ピクセルのうち少数のものに結合された、ピクセルのア
レイと、
　前記第１のエリア中の前記ゲートラインのうちの少なくともいくつかに結合された補助
ゲートラインローディング構造であって、前記補助ゲートラインローディング構造が、前
記第１のエリア中の前記ゲートライン上のローディングを提供する、補助ゲートラインロ
ーディング構造と、
　を備え、
　前記第１のエリア中の前記行のうちの第１の行が、前記第１のエリアの前記行のうちの
第２の行中の補助ゲートラインローディング構造に結合されている有機発光ダイオードデ
ィスプレイ。
【請求項２】
　前記補助ゲートラインローディング構造は、前記ディスプレイの前記第１のエリアと前
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記第２のエリアとの間のディスプレイ輝度のばらつきが２％よりも小さくなるように構成
されている、請求項１に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項３】
　前記補助ゲートラインローディング構造が、光を放射しないダミーピクセルを含んでい
る、請求項２に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項４】
　前記ダミーピクセルが、発光ダイオードの放射材料を含んでいない、請求項３に記載の
有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項５】
　前記補助ゲートラインローディング構造がキャパシタを含んでいる、請求項２に記載の
有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項６】
　前記行のうちの前記第１の行の前記ピクセルが、前記ゲートラインのうちの所与の１つ
に関連付けられており、前記ゲートラインのうちの前記所与の１つが、前記行のうちの前
記第１の行から前記行のうちの前記第２の行に延びるゲートライン延長部を有している、
請求項２に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項７】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されたデータラインと、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、
　行及び列を有するピクセルのアレイであって、前記ディスプレイの第１のエリア中の行
の前記ゲートラインが、前記ディスプレイの第２のエリア中の行の前記ゲートラインより
もピクセルの前記アレイ中の前記ピクセルのうち少数のものに結合された、ピクセルのア
レイと、
　前記第１のエリア中の前記ゲートラインのうちの少なくともいくつかに結合された補助
ゲートラインローディング構造であって、前記補助ゲートラインローディング構造が、前
記第１のエリア中の前記ゲートライン上のローディングを提供する、補助ゲートラインロ
ーディング構造と、
　を備え、
　前記補助ゲートラインローディング構造が、前記第２のエリアと前記第１のエリアの前
記ゲートラインとの間の距離の漸進的増加とともに、前記第１のエリアの前記ゲートライ
ン上のローディングの量を漸進的に減少させる、有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項８】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ノッチをもつ基板と、
　前記基板上の有機発光ダイオードピクセルと、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路及び前記有機発光ダイオードピクセルに結合されたデー
タラインと、
　前記ディスプレイドライバ回路及び前記有機発光ダイオードピクセルに結合されたゲー
トラインであって、前記有機発光ダイオードピクセルが列及び行で配置されており、前記
ノッチを含む前記ディスプレイの第１のエリア中の前記行が、前記ディスプレイの第２の
エリア中の前記行よりも前記ピクセルのうち少数のものに結合された、ゲートラインと、
　前記第１のエリア中の前記ゲートラインの少なくとも一部分に結合された補助ゲートラ
インローディング構造であって、前記ゲートライン上のゲートラインローディングを増加
させ、それにより、前記第１のエリア中の前記ゲートラインと前記第２のエリア中の前記
ゲートラインとの間のゲートラインローディングの差を低減する、補助ゲートラインロー
ディング構造と、
　を備え、
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　前記補助ゲートラインローディング構造が、前記ゲートラインの前記一部分中に前記ゲ
ートラインに結合されたキャパシタを含んでいる、有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項９】
　前記ゲートラインの前記一部分中の各ゲートラインが、複数の前記キャパシタに結合さ
れた、請求項８に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１０】
　前記キャパシタの各々が上側電極及び下側電極を有している、請求項９に記載の有機発
光ダイオードディスプレイ。
【請求項１１】
　前記キャパシタの各々が、第１の導電層、第２の導電層、及び第３の導電層を有してお
り、前記第１の導電層及び前記第３の導電層が、互いに短絡され、第１のキャパシタ電極
を形成しており、前記第２の導電層が、前記第１の導電層と前記第３の導電層との間に挿
入され、第２のキャパシタ電極を形成している、請求項９に記載の有機発光ダイオードデ
ィスプレイ。
【請求項１２】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ノッチをもつ基板と、
　前記基板上の有機発光ダイオードピクセルと、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路及び前記有機発光ダイオードピクセルに結合されたデー
タラインと、
　前記ディスプレイドライバ回路及び前記有機発光ダイオードピクセルに結合されたゲー
トラインであって、前記有機発光ダイオードピクセルが列及び行で配置されており、前記
ノッチを含む前記ディスプレイの第１のエリア中の前記行が、前記ディスプレイの第２の
エリア中の前記行よりも前記ピクセルのうち少数のものに結合された、ゲートラインと、
　前記第１のエリア中の前記ゲートラインの少なくとも一部分に結合された補助ゲートラ
インローディング構造であって、前記ゲートライン上のゲートラインローディングを増加
させ、それにより、前記第１のエリア中の前記ゲートラインと前記第２のエリア中の前記
ゲートラインとの間のゲートラインローディングの差を低減する、補助ゲートラインロー
ディング構造と、
　を備え、
　前記補助ゲートラインローディング構造が、前記第１のエリア中の異なるゲートライン
に異なる量のキャパシタンスを印加する、有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１３】
　前記ディスプレイドライバ回路が、各行中に前記ゲートラインのうちの１つに結合され
たゲートドライバを含んでおり、前記第１のエリア中の前記ゲートドライバのうちの少な
くとも１つが、前記第２のエリア中の前記ゲートドライバのうちの少なくとも１つとは異
なる強度を有している、請求項１２に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１４】
　前記ディスプレイドライバ回路が、異なるスルーレートを有する前記第１のエリア及び
前記第２のエリア中の前記行の前記ゲートライン上にゲートライン信号を提供するように
構成されている、請求項１３に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１５】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ノッチをもつ基板であって、前記基板が幅を有する、基板と、
　前記基板上の有機発光ダイオードピクセルと、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されると共に前記ピクセルに結合されたデータラ
インと、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されると共に前記ピクセルに結合されたゲートラ
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インであって、前記ピクセルが列及び行を有しており、前記ディスプレイの第１のエリア
中の前記行の前記ゲートラインが、第２のエリア中の前記行の前記ゲートラインよりも前
記ピクセルのうち少数のものに結合されており、前記第１のエリアと前記第２のエリアの
両方の中の前記行の前記ゲートラインが前記基板の前記幅にわたっている、ゲートライン
と、
　前記第１のエリア中のゲートラインの第１のセットに結合された補助ゲートラインロー
ディング構造であって、ゲートラインの前記第１のセット上のゲートラインローディング
を増加させ、それにより、ゲートラインの前記第１のセットと前記第２のエリア中のゲー
トラインの第２のセットとの間のゲートラインローディングの差を低減する、補助ゲート
ラインローディング構造と、
　を備え、
　前記補助ゲートラインローディング構造がダミーピクセルを含んでいる、有機発光ダイ
オードディスプレイ。
【請求項１６】
　有機発光ダイオードディスプレイであって、
　ノッチをもつ基板であって、前記基板が幅を有する、基板と、
　前記基板上の有機発光ダイオードピクセルと、
　ディスプレイドライバ回路と、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されると共に前記ピクセルに結合されたデータラ
インと、
　前記ディスプレイドライバ回路に結合されると共に前記ピクセルに結合されたゲートラ
インであって、前記ピクセルが列及び行を有しており、前記ディスプレイの第１のエリア
中の前記行の前記ゲートラインが、第２のエリア中の前記行の前記ゲートラインよりも前
記ピクセルのうち少数のものに結合されており、前記第１のエリアと前記第２のエリアの
両方の中の前記行の前記ゲートラインが前記基板の前記幅にわたっている、ゲートライン
と、
　前記第１のエリア中のゲートラインの第１のセットに結合された補助ゲートラインロー
ディング構造であって、ゲートラインの前記第１のセット上のゲートラインローディング
を増加させ、それにより、ゲートラインの前記第１のセットと前記第２のエリア中のゲー
トラインの第２のセットとの間のゲートラインローディングの差を低減する、補助ゲート
ラインローディング構造と、
　を備え、
　前記補助ゲートラインローディング構造が、ゲートラインの前記第１のセット中に各ゲ
ートラインに結合された少なくとも１つのキャパシタを含んでいる、有機発光ダイオード
ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、それらの全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１６年３月２８日
に出願された米国仮特許出願第６２／３１４，２８１号、及び２０１６年４月２６日に出
願された米国仮特許出願第６２／３２７，５８４号の優先権を主張する。
　これは、一般にディスプレイに関し、より詳細には、発光ダイオードから形成されたピ
クセルをもつディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子デバイスは、しばしばディスプレイを含む。例えば、携帯電話及びポータブルコン
ピュータは、ユーザに情報を提示するディスプレイを含む。
【０００３】
　有機発光ダイオードディスプレイなどのディスプレイは、発光ダイオードに基づくピク
セルのアレイを有する。このタイプのディスプレイでは、各ピクセルは、発光ダイオード
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と、光を生成するために発光ダイオードへの信号の印加を制御する薄膜トランジスタとを
含む。薄膜トランジスタは駆動トランジスタを含む。各駆動トランジスタは、それぞれの
発光ダイオードと直列に結合され、その発光ダイオードを通して電流の流れを制御する。
【０００４】
　有機発光ダイオードディスプレイ中の駆動トランジスタのしきい値電圧は、動作履歴の
影響により変化することがあり、これは輝度の非一様性をもたらし得る。輝度のばらつき
は、形状が矩形でないディスプレイにおける制御問題からも起こり得る。注意が払われな
い場合、これらなどの影響はディスプレイ性能に悪影響を及ぼし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　ディスプレイはピクセルのアレイを有し得る。ディスプレイドライバ回路がピクセルに
データ及び制御信号を供給し得る。各ピクセルは、７つのトランジスタ、キャパシタ、及
び有機発光ダイオードなどの発光ダイオードを有し得るか、あるいは他の薄膜トランジス
タ回路を有し得る。
【０００６】
　各ピクセルのトランジスタは、水平制御ラインを使用して制御信号を受信し得る。各ピ
クセルは、駆動トランジスタ及び発光ダイオードと直列に結合された、第１及び第２の放
射イネーブルトランジスタを有し得る。第１及び第２の放射イネーブルトランジスタは、
共通の水平制御ラインに結合され得るか、あるいは別個の水平制御ライン上で供給される
別個の制御信号を使用して別々に制御され得る。ピクセルの放射イネーブルトランジスタ
が個々に制御されたとき、駆動トランジスタのソースノードは、浮動するのではなくピク
セルの正電源端子に短絡され得るので、オンバイアスストレスがそのピクセルの駆動トラ
ンジスタに効果的に印加され得る。
【０００７】
　ディスプレイ中の行のすべてが、同じピクセルの数を有するとは限らないことがあり、
したがって、異なる量の容量性ローディングによって特徴づけられ得る。ディスプレイの
輝度の一様性を保証するために、ディスプレイドライバ回路は、ディスプレイ内のピクセ
ルの異なる行に異なるゲートライン信号を提供するゲート駆動回路を有し得る。これによ
り、ディスプレイドライバ回路は、異なる行中の異なる容量性ローディングの影響による
ディスプレイ輝度のばらつきを相殺するために、行ロケーション依存のゲートライン信号
を発生することが可能になる。ディスプレイはまた、輝度のばらつきを平滑化するために
、行依存の補助ゲートラインローディング構造及び／又は異なる行中の異なる強度のゲー
トドライバとともに提供され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態による、ディスプレイを有する例示的な電子デバイスの概略図である
。
【０００９】
【図２】一実施形態による例示的なディスプレイの概略図である。
【００１０】
【図３】一実施形態による例示的なピクセル回路の図である。
【００１１】
【図４】一実施形態による、ディスプレイ中で図３に示されているタイプのピクセル回路
を使用することに関与する動作を示すタイミング図である。
【００１２】
【図５】一実施形態による、図３に示されているタイプのピクセル中のスイッチングトラ
ンジスタを制御する例示的な放射イネーブル制御信号及び例示的なゲートライン信号を示
す図である。
【００１３】
【図６】一実施形態による、上部エッジに沿ってピクセルなしノッチを有し、したがって
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、ディスプレイの異なる行中に異なる容量性ローディングを有する、例示的なディスプレ
イの図である。
【００１４】
【図７】一実施形態による、異なる行中の異なる容量性ローディングの影響について相殺
するために、ピクセルの異なる行に異なるゲートライン信号を提供するために使用され得
るタイプのディスプレイドライバ回路の図である。
【００１５】
【図８】一実施形態による、それぞれ第１及び第２の異なる容量性ローディングの影響に
よって特徴づけられる、ディスプレイ中の行の第１及び第２のセットにそれぞれ提供され
るべき第１及び第２の例示的なゲートライン信号をそれぞれ示す。
【図９】一実施形態による、それぞれ第１及び第２の異なる容量性ローディングの影響に
よって特徴づけられる、ディスプレイ中の行の第１及び第２のセットにそれぞれ提供され
るべき第１及び第２の例示的なゲートライン信号をそれぞれ示す。
【図１０】一実施形態による、それぞれ第１及び第２の異なる容量性ローディングの影響
によって特徴づけられる、ディスプレイ中の行の第１及び第２のセットにそれぞれ提供さ
れるべき第１及び第２の例示的なゲートライン信号をそれぞれ示す。
【００１６】
【図１１】一実施形態による、個々に制御される放射イネーブルトランジスタを有する例
示的なピクセル回路の図である。
【００１７】
【図１２】一実施形態に従ってどのようにオンバイアスストレスがディスプレイ中のピク
セルに印加され得るかを示し、どのようにデータ書込み動作が実施され得るかを示すタイ
ミング図である。
【００１８】
【図１３】一実施形態に従ってディスプレイ輝度のばらつきを最小限に抑えるのを助ける
ためにどのようにゲートラインローディングがディスプレイ中の行位置に応じて調整され
得るかを示すグラフである。
【００１９】
【図１４】一実施形態に従って輝度ばらつきを一様にするためにどのようにダミーピクセ
ル構造などの補助データラインローディング構造がディスプレイ中の行に追加され得るか
を示す図である。
【００２０】
【図１５】一実施形態に従って輝度ばらつきを一様にするためにどのように異なる量の補
助ゲートラインローディング構造がディスプレイ中の行に追加され得るかを示す図である
。
【００２１】
【図１６】一実施形態に従ってどのようにディスプレイの１つの行中に位置するゲートラ
インローディング構造を使用して別の行中のゲートラインローディングを増加させ得るか
を示す図である。
【００２２】
【図１７】一実施形態に従って行位置に応じて短い行のゲートライン幅を増加させること
によってどのように行依存の補助ゲートラインローディング構造が実装され得るかを示す
ディスプレイの部分の図である。
【００２３】
【図１８】一実施形態に従ってどのように行位置に応じてゲートドライバ強度が変化され
得るかを示すディスプレイの部分の図である。
【００２４】
【図１９】一実施形態に従ってゲートラインにローディングを追加するためにどのように
キャパシタがゲートラインに結合され得るかを示す回路図である。
【００２５】
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【図２０】一実施形態による例示的なキャパシタの側断面図である。
【図２１】一実施形態による例示的なキャパシタの側断面図である。
【００２６】
【図２２】一実施形態に従ってゲートラインローディングを提供するキャパシタをもつデ
ィスプレイ中の例示的な行の図である。
【００２７】
【図２３】一実施形態に従ってゲートラインローディングを調整するためにゲートライン
に蛇行経路セグメントが提供されているディスプレイ中の例示的な行の図である。
【００２８】
【図２４】一実施形態に従って補助ゲートラインローディング構造として働く低減フット
プリント非放射ピクセル回路がゲートラインにローディングされたディスプレイ中の例示
的な行の図である。
【００２９】
【図２５】一実施形態に従ってディスプレイ中のノッチを越えてディスプレイの非アクテ
ィブエリアにわたって延びる延長部を有するゲートラインをもつ例示的なディスプレイの
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　電子デバイスはディスプレイとともに提供され得る。ディスプレイをもつ例示的な電子
デバイスの概略図が図１に示されている。図１のデバイス１０は、ラップトップコンピュ
ータ、組込み型コンピュータを含むコンピュータ用モニタ、タブレットコンピュータ、携
帯電話、メディアプレーヤ、又は他のハンドヘルド若しくはポータブル電子デバイスなど
のコンピューティングデバイス、腕時計型デバイス（例えば、リストストラップをもつウ
ォッチ）、ペンダント型デバイス、ヘッドホン型若しくはイヤホン型デバイス、眼鏡に埋
め込まれたデバイス若しくはユーザの頭部に装着する他の機器、又は他の着用可能な若し
くはミニチュアデバイスなどのより小さいデバイス、テレビ、組込み型コンピュータを含
まないコンピュータ用ディスプレイ、ゲーミングデバイス、ナビゲーションデバイス、デ
ィスプレイをもつ電子機器がキオスク若しくは自動車に搭載されるシステムなどの組込み
システム、これらのデバイスのうちの２つ以上の機能を実装する機器、あるいは他の電子
機器であり得る。
【００３１】
　図１に示されているように、電子デバイス１０は制御回路１６を有し得る。制御回路１
６は、デバイス１０の動作をサポートする記憶及び処理回路を含み得る。記憶及び処理回
路としては、ハードディスクドライブ記憶装置、不揮発性メモリ（例えば、フラッシュメ
モリ、又はソリッドステートドライブを形成するように構成された他の電気的にプログラ
ム可能な読み出し専用メモリ）、揮発性メモリ（例えば、静的又は動的なランダムアクセ
スメモリ）などの記憶装置が挙げられ得る。制御回路１６中の処理回路を使用してデバイ
ス１０の動作を制御し得る。処理回路は、１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコン
トローラ、デジタル信号プロセッサ、ベースバンドプロセッサ、電力管理ユニット、オー
ディオチップ、特定用途向け集積回路などに基づき得る。
【００３２】
　入出力デバイス１８など、デバイス１０中の入出力回路を使用して、データがデバイス
１０に供給されること、及びデータがデバイス１０から外部デバイスに提供されることを
可能にし得る。入出力デバイス１８としては、ボタン、ジョイスティック、スクロールホ
イール、タッチパッド、キーパッド、キーボード、マイクロフォン、スピーカー、トーン
発生器、振動器、カメラ、センサ、発光ダイオード及び他の状態ｉインジケータ、データ
ポートなどが挙げられ得る。ユーザは、入出力デバイス１８を通じてコマンドを供給する
ことによってデバイス１０の動作を制御することができ、入出力デバイス１８の出力リソ
ースを使用してデバイス１０から状態情報及び他の出力を受信し得る。
【００３３】
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　入出力デバイス１８は、ディスプレイ１４など、１つ以上のディスプレイを含み得る。
ディスプレイ１４は、ユーザからのタッチ入力を収集するためのタッチセンサを含むタッ
チスクリーンディスプレイであってよく、あるいはディスプレイ１４は、タッチに反応し
なくてよい。ディスプレイ１４のタッチセンサは、容量性タッチセンサ電極のアレイ、音
響式タッチセンサ構造、抵抗性タッチ構成要素、力覚タッチセンサ構造、光学式タッチセ
ンサ、又は他の好適なタッチセンサ配置に基づき得る。
【００３４】
　制御回路１６を用いて、オペレーティングシステムコード及びアプリケーションなどの
ソフトウェアをデバイス１０上で実行し得る。デバイス１０の動作中に、制御回路１６上
で実行しているソフトウェアは、ディスプレイ１４上に画像を表示し得る。
【００３５】
　ディスプレイ１４は、有機発光ダイオードディスプレイ、結晶性半導体ダイからそれぞ
れ形成される個別の発光ダイオードのアレイから形成されるディスプレイ、又は任意の他
の好適なタイプのディスプレイであり得る。本明細書では一例として、ディスプレイ１４
のピクセルが発光ダイオードを含む構成について時々説明する。ただし、これは例示に過
ぎない。所望される場合、デバイス１０のために任意の好適なタイプのディスプレイが使
用され得る。
【００３６】
　図２は、例示的なディスプレイの図である。図２に示されているように、ディスプレイ
１４は、基板層２６などの層を含み得る。層２６などの基板層は、矩形で平坦な材料の層
あるいは他の形状（例えば、１つ以上の湾曲した及び／又は直線のエッジをもつ円形形状
又は他の形状）をもつ材料の層から形成され得る。ディスプレイ１４の基板層は、ガラス
層、ポリマー層、ポリマー及び無機材料を含む複合膜、金属箔などを含み得る。
【００３７】
　ディスプレイ１４は、ピクセルアレイ２８など、ユーザに画像を表示するためにピクセ
ル２２のアレイを有し得る。アレイ２８中のピクセル２２は、行及び列で配置され得る。
アレイ２８のエッジは直線であるか又は湾曲し得る（すなわち、アレイ２８中のピクセル
２２の各行及び／又はピクセル２２の各列は同じ長さを有し得るか又は異なる長さを有し
得る）。アレイ２８には、任意の好適な数の行及び列（例えば、１０以上、１００以上、
又は１０００以上など）が存在し得る。ディスプレイ１４は、異なる色のピクセル２２を
含み得る。一例として、ディスプレイ１４は、赤ピクセル、緑ピクセル、及び青ピクセル
を含み得る。所望される場合、バックライトユニットは、ディスプレイ１４にバックライ
ト照明を提供し得る。
【００３８】
　ピクセル２２の動作を制御するためにディスプレイドライバ回路２０が使用され得る。
ディスプレイドライバ回路２０は、集積回路、薄膜トランジスタ回路、及び／又は他の好
適な回路から形成され得る。図２の例示的なディスプレイドライバ回路２０は、ディスプ
レイドライバ回路２０Ａと、ゲートドライバ回路２０Ｂなどの追加のディスプレイドライ
バ回路とを含む。ゲートドライバ回路２０Ｂは、ディスプレイ１４の１つ以上のエッジに
沿って形成され得る。例えば、ゲートドライバ回路２０Ｂは、図２に示されているように
ディスプレイ１４の左側及び右側に沿って配置され得る。
【００３９】
　図２に示されているように、ディスプレイドライバ回路２０Ａ（例えば、１つ以上のデ
ィスプレイドライバ集積回路、薄膜トランジスタ回路など）は、信号経路２４を介してシ
ステム制御回路と通信する通信回路を含んでいることがある。経路２４は、フレキシブル
プリント回路上のトレース又は他のケーブルから形成され得る。制御回路は、電子デバイ
ス１０中の１つ以上のプリント回路上に位置し得る。動作中に、制御回路（例えば、図１
の制御回路１６）は、ディスプレイ１４上に表示されるべき画像の画像データを回路２０
中のディスプレイドライバ集積回路などの回路に供給し得る。図２のディスプレイドライ
バ回路２０Ａはディスプレイ１４の上部に位置する。これは例示に過ぎない。ディスプレ



(9) JP 6510144 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

イドライバ回路２０Ａは、ディスプレイ１４の下部エッジに沿って、ディスプレイ１４の
上部及び下部に、又はデバイス１０の他の部分に位置し得る。
【００４０】
　ピクセル２２上に画像を表示するために、ディスプレイドライバ回路２０Ａは、信号経
路３０を介してゲートドライバ回路２０Ｂなどのサポートディスプレイドライバ回路に制
御信号を発行しながら、対応する画像データをデータラインＤに供給し得る。図２の例示
的な配置では、データラインＤは、ディスプレイ１４を通って垂直方向に走り、ピクセル
２２のそれぞれの列に関連付けられる。
【００４１】
　ゲートドライバ回路２０Ｂ（ゲートラインドライバ回路又は水平制御信号回路と呼ばれ
ることがある）は、基板２６上に１つ以上の集積回路を使用して実装され得、及び／又は
薄膜トランジスタ回路を使用して実装され得る。水平制御ラインＧ（ゲートライン、走査
ライン、放射制御ラインなどと呼ばれることがある）は、ディスプレイ１４を通って水平
方向に走る。各ゲートラインＧは、ピクセル２２のそれぞれの行に関連付けられる。所望
される場合、ピクセルの各行に関連付けられたゲートラインＧなどの複数の水平制御ライ
ン（例えば、第１のゲートライン信号ＧＩ及び第２のゲートライン信号ＧＷ、１つ以上の
放射制御信号など）が存在し得る。他の信号（例えば、電源信号など）を分配するために
、ディスプレイ１４中の個々に制御される及び／又はグローバル信号経路も使用され得る
。
【００４２】
　ゲートドライバ回路２０Ｂは、ディスプレイ１４中のゲートラインＧ上で制御信号をア
サートし得る。例えば、ゲートドライバ回路２０Ｂは、経路３０上で回路２０Ａからクロ
ック信号及び他の制御信号を受信し得、その受信された信号に応じて、アレイ２８中のピ
クセル２２の第１の行中のゲートライン信号Ｇから開始して、ゲートラインＧ上でゲート
ライン信号を順にアサートし得る。各ゲートラインがアサートされると、データラインＤ
からのデータは、ピクセルの対応する行にローディングされ得る。このようにして、ディ
スプレイドライバ回路２０Ａ及び２０Ｂなどの制御回路は、ディスプレイ１４上に所望の
画像を表示するようにピクセル２２に指示する信号をピクセル２２に提供し得る。各ピク
セル２２は、ディスプレイドライバ回路２０からの制御及びデータ信号に応答する発光ダ
イオード及び回路（例えば、基板２６上の薄膜回路）を有し得る。
【００４３】
　アレイ２８中の各ピクセル２２のために使用され得るタイプの例示的なピクセル回路が
図３に示されている。図３の例では、ピクセル回路２２は、７つのトランジスタＴ１、Ｔ
２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６、及びＴＤと、１つのキャパシタＣｓｔとを有し、したがっ
て、ピクセル回路２２は７Ｔ１Ｃピクセル回路と呼ばれることがある。所望される場合、
ピクセル２２中で他の数のトランジスタ及びキャパシタ（例えば、より少ないトランジス
タ、より多くのトランジスタ、より多くのキャパシタなど）が使用され得る。トランジス
タは、ｐチャネルトランジスタ（例えば、図３に示されているようにｐチャネル金属酸化
物半導体トランジスタ）であり得、及び／又はｎチャネルトランジスタ若しくは他のタイ
プのトランジスタであり得る。ディスプレイ１４のピクセル回路２２の薄膜トランジスタ
のアクティブ領域及び他の部分は、シリコン（例えば、ポリシリコンチャネル領域）、半
導体酸化物（例えば、インジウムガリウム酸化亜鉛チャネル領域）、又は他の好適な半導
体薄膜層から形成され得る。
【００４４】
　図３に示されているように、ピクセル回路２２は、発光ダイオード４４（例えば、有機
発光ダイオード、結晶性マイクロ発光ダイオードダイなど）を含む。発光ダイオード４４
は、トランジスタＴＤによって発光ダイオード４４を通って駆動された電流Ｉの量に比例
して光４６を放射し得る。トランジスタＴＤ、トランジスタＴ４、トランジスタＴ５、及
び発光ダイオード４４は、それぞれの電源端子間に直列に結合され得る（例えば、正電源
端子ＥＬＶＤＤ及び接地電源端子ＥＬＶＳＳを参照されたい）。トランジスタＴＤは、ノ
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ードＮｂに結合されたソース端子と、トランジスタＴ５に結合されたドレイン端子と、ノ
ードＮａに結合されたゲート端子とを有し得る。トランジスタＴＤのゲートにおけるノー
ドＮａ上の電圧は、トランジスタＴＤによって生成される電流Ｉの量を制御する。この電
流は発光ダイオード４４を通して駆動され、したがって、トランジスタＴＤは駆動トラン
ジスタと呼ばれることがある。
【００４５】
　トランジスタＴ４及びＴ５は、トランジスタＴＤとダイオード４４との間の電流の流れ
を遮断するためにオフにされ得、トランジスタＴ４及びＴ５は、トランジスタＴＤとダイ
オード４４との間の電流の流れを可能にするためにオンにされ得る。放射イネーブル制御
信号ＥＭが、共有ゲートラインからトランジスタＴ４及びＴ５のゲートに印加され得る。
動作中に、トランジスタＴ４及びＴ５は放射イネーブル制御信号ＥＭによって制御され、
したがって、放射トランジスタ又は放射イネーブルトランジスタと呼ばれることがある。
スイッチングトランジスタ制御信号、走査信号又はゲートライン信号（例えば、ゲート初
期化及びゲート書込み信号、ゲート信号など）と呼ばれることがある制御信号ＧＷ及びＧ
Ｉは、スイッチングトランジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ３、及びＴ６のゲートに印加され、トラ
ンジスタＴ１、Ｔ２、Ｔ３、及びＴ６の動作を制御する。
【００４６】
　制御信号ＥＭ、ＧＩ、及びＧＷは、ディスプレイ１４の動作中にディスプレイ１４のピ
クセル２２を様々な状態に置くようにディスプレイドライバ回路２０によって制御され得
る。これらの様々な状態中に、画像データがピクセル２２にローディングされ、ピクセル
２２は、発光ダイオード４４を使用して、ローディングされたピクセルデータに比例する
光４６を放射する。トランジスタ履歴（例えば、履歴Ｖｇｓ値）の差に起因するしきい値
電圧ばらつきを最小限に抑えるために、ピクセルの各々は、トランジスタＴＤを駆動する
ために（オンバイアスストレスと呼ばれることがある）既知の電圧ストレスを意図的に印
加することによって調整され得る。
【００４７】
　一例として、ディスプレイドライバ回路２０は、（図４の位相６２などの第２の動作モ
ードで）光を放射するためにピクセルを使用する前に、制御信号ＥＭ、ＧＩ、及びＧＷを
使用してピクセル２２を第１の動作モードに置き得る（例えば、図４の位相６０を参照さ
れたい）。動作中に、位相６０と位相６２は繰り返し交替することができる。
【００４８】
　事前調整位相又はオンバイアスストレス、データ書込み、及びしきい値電圧補正位相と
呼ばれることがある、位相６０中に、オンバイアスストレスが各ピクセル２２の駆動トラ
ンジスタＴＤに印加され得、データラインからのデータ（Ｄ）は、そのピクセル２２のキ
ャパシタＣｓｔ（ノードＮａ）上にローディングされ得る。放射位相と呼ばれることがあ
る位相６２中に、各ピクセル２２の駆動トランジスタＴＤは、発光ダイオード４４が光４
６を放射するように、そのピクセルの発光ダイオード４４に駆動電流Ｉを供給する。位相
６０中に、キャパシタＣｓｔ上にローディングされたデータは、トランジスタＴＤの駆動
電流Ｉが放射位相６２中にＶｔに依存しないように、駆動トランジスタＴＤのしきい値Ｖ
ｔに等しい量だけＶｄａｔａ（データラインＤ上の電圧）からシフトされ得る（すなわち
、図３のピクセル回路を使用して内部しきい値電圧補正方式を実装し得る）。
【００４９】
　図５は、位相６０中のピクセル２２の放射信号ＥＭとゲートライン信号ＧＩ及びＧＷと
についての例示的な信号トレースを示す。
【００５０】
　図５に示されているように、放射信号ＥＭは、時間ｔ１において高に取られ、位相６０
中に高に保持され得、それにより、トランジスタＴ４及びＴ５はオフにされ、電流Ｉが発
光ダイオード４４を通過することが防止される。高であるＥＭとともに、ゲートライン信
号ＧＩは、時間ｔ１において低に取られ得る。これにより、トランジスタＴ３はオンにな
り、それにより、駆動トランジスタＴＤのゲートにおいてノードＮａ上に初期化電圧Ｖｉ
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ｎｉ（例えば、－２ボルト又は他の好適な電圧などの低電圧信号）がかけられる（すなわ
ち、既知のオンバイアスストレスが駆動トランジスタＴＤに印加されてトランジスタＴＤ
が事前調整され、それにより、トランジスタＴＤの動作履歴に起因するトランジスタＴＤ
のしきい値Ｖｔのしきい値電圧ばらつきを最小限に抑えるのに役立つ）。トランジスタＴ
３は、次いで時間ｔ２において、信号ＧＩを高に取ることによってオフにされ得る。時間
ｔ３において、ゲートライン信号ＧＷは低に取られ得る。これにより、トランジスタＴ１
、Ｔ２、及びＴＤはオンになり、したがって、データラインＤからのデータ（Ｖｄａｔａ
）は、経路６４を介してノードＮａ上にローディングされる。所望される場合、信号ＧＩ
及びＧＷを低に取るプロセスは、トランジスタＴＤを事前調整しＶｄａｔａをノードＮａ
上に満足にローディングするのを助けるために、（例えば、図５に示されているように３
回又は他の好適な回数）繰り返され得る。
【００５１】
　ディスプレイ１４がディスプレイ１４の各行中にピクセル２２の同じ数を有するデバイ
ス１０の構成では、ディスプレイ１４のゲートライン上の容量性ローディングは、ディス
プレイ１４の行のすべてにわたって比較的一様になる。図６の例示的な構成など、ディス
プレイ１４の他の構成では、ディスプレイ１４の異なる行は異なる数のピクセル２２を含
んでいることがある。これは、ゲートライン（例えば、信号ＧＩ及びＧＷなどの信号を搬
送するゲートライン）上の行依存の容量性ローディングを生じ得、これは、事前調整動作
と、及びノードＮａ上にローディングされるデータとに影響を及ぼし、したがって、各行
のピクセル２２中の光４６の得られる輝度に影響を及ぼすことができる。
【００５２】
　図６の例示的な配置では、ディスプレイ１４は、４つの湾曲したコーナーとリセス（す
なわち、ピクセルなしノッチ付き領域６６）とをもつ長方形形状を有する。ノッチは、ピ
クセル２２の行を遮断し、ディスプレイ１４の基板の幅にわたる通常長さの行よりも少な
いピクセルを有する短い行を作り出す。ディスプレイ１４の湾曲したコーナーにより、デ
ィスプレイ１４の上部エッジ及び下部エッジ中の各行は、わずかに異なる量の容量性ロー
ディングを有することになる。ディスプレイ１４の上部エッジ及び下部エッジにおけるデ
ィスプレイ１４の周辺エッジの漸進的に湾曲した形状により、ゲートラインをローディン
グするピクセル２２の数の行ごとの変化は、これらの領域において漸進的になる。その結
果、隣接する行の間の行長さ（したがってピクセルカウント）の変化に起因するルミナン
スばらつきは最小になり、ディスプレイ１４の閲覧者に注目されなくなる。
【００５３】
　ノッチ６６によるディスプレイ１４の変形など、より急激な形状変化は、より著しい変
化をゲートライン上のピクセルローディングにもたらす。図６のディスプレイ１４中の行
ＲＭ＋１～ＲＮなどの行は、互いに等しい（又は、ディスプレイ１４の下部エッジの近く
にある行の場合、ほぼ等しい）ピクセルカウントを有する。行Ｒ０～ＲＭなどの行は、行
ＲＭ＋１～ＲＮのピクセルカウントの半分未満のピクセルカウントを有することになる。
この理由は、行Ｒ０～ＲＭ中の各ゲートラインが領域６６の左境界又は右境界のみに延び
ることになり、領域６６を横断することが不可能になるからである。
【００５４】
　ディスプレイ１４のＡ領域中のゲートライン（すなわち、領域６６に隣接するディスプ
レイ１４の上部エッジ中の行Ｒ０～ＲＭのゲートライン）、及びディスプレイ１４のエリ
アＢ中のゲートライン（すなわち、行ＲＭ＋１～ＲＮのゲートライン）は、図６の例では
異なる量のローディングを経験するので、それらのデータライン上に同等のＶｄａｔａ値
が存在する場合でさえ、エリアＡ及びＢ中のピクセル２２が、それらの蓄積キャパシタＣ
ｓｔ上で異なる電圧とともにローディングされる危険がある。これらの行依存のゲートラ
インローディングの影響について補償するために、ディスプレイドライバ回路２０は、行
に応じて変化するゲートライン信号Ｇを作成し得る。例えば、ディスプレイドライバ回路
２０は、エリアＢ中の行のためのゲートライン信号よりも短いパルス幅を有するエリアＡ
中の行のためのゲートライン信号を生成することができる。エリアＡにおいて使用される
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、より短いパルス幅をもつゲートライン信号は、その場合、エリアＢにおいて使用される
、より長いパルス幅をもつゲートライン信号がエリアＢ中のピクセルをローディングする
のと同じ方法で、エリアＡ中のピクセルをローディングする。
【００５５】
　エリアＢ中のピクセル２２の行とは異なるゲート信号をエリアＡ中のピクセル２２の行
に提供する例示的なディスプレイドライバ回路が図６に示されている。図７に示されてい
るように、ディスプレイドライバ回路２０Ａ（例えば、集積回路、薄膜トランジスタ回路
など）は、異なるクロック信号（例えば、パルス幅、パルススルーレート、及び／又は他
の属性が異なるクロック信号）を生成するクロック発生器７０及び７２などのクロック発
生器を含み得る。これらの信号は、マルチプレクサ７４及びクロック分配経路７６を介し
てゲートドライバ回路２０Ｂのゲートドライバ回路７８のクロック入力に提供され得る。
各ゲートドライバ回路７８の出力Ｇは、シフトレジスタを形成するために後続のゲートド
ライバ回路７８に提供され得る。図７の例では、各ゲートドライバ回路は、ピクセル２２
のそれぞれの行についてゲート信号を生成する。所望される場合、回路２０Ｂは、各行に
ついて複数のゲートライン出力信号（例えば、信号ＧＩ及びＧＷ）を生成し得る。回路７
８から形成されるシフトレジスタにより、ゲートライン信号（又は各回路７８が、各行中
に複数のゲートラインに対応する複数の出力を有するときのゲートライン信号）は、ディ
スプレイ１４の各行において順にアサートされることが可能になる。
【００５６】
　ライン７６からのクロック信号は、各ゲートドライバ回路７８のクロック入力に分配さ
れ、これは、次いで、対応する出力信号Ｇを生成するのにはこれらのクロックを使用する
。所与のゲートライン信号が生成されているときのライン７６上のクロック信号の形状は
、所与のゲートライン信号の形状を制御するために使用され得る。特に、ライン７６上の
クロック信号のクロック信号属性（例えば、パルス幅）は、ゲートライン信号属性（例え
ば、パルス幅）に影響を及ぼし、したがって、経路７６上のクロック信号への変化は、ゲ
ートライン信号Ｇを制御するのに使用され得る。
【００５７】
　ゲートドライバ回路２０Ｂのゲートドライバ回路７８に第１のタイプのクロック信号を
供給することが所望されるとき（例えば、エリアＡ中のピクセルのためのゲートライン信
号を生成するとき）、ディスプレイドライバ回路２０Ａは、クロック発生器７０の出力Ｃ
ＬＫＡが経路７６を介して回路２０Ａにおいてゲートドライバ回路７８にルーティングさ
れるようにマルチプレクサ７４を構成し得る。ゲートドライバ回路２０Ｂのゲートドライ
バ回路７８に第２のタイプのクロック信号を供給することが所望されるとき（例えば、エ
リアＢ中のピクセルのためのゲートライン信号を生成するとき）、ディスプレイドライバ
回路２０Ａは、クロック発生器７２の出力ＣＬＫＢが経路７６を介して回路２０Ａにおい
てゲートドライバ回路７８にルーティングされるようにマルチプレクサ７４を構成し得る
。画像データの各フレーム中に、マルチプレクサ７４は、エリアＡの行中に（クロック発
生器７０を経路７６に結合して）それの第１の状態に入れられ得、エリアＢの行中に（ク
ロック発生器７２を経路７６に結合して）それの第２の状態に入れられ得る。
【００５８】
　図８、図９、及び図１０は、エリアＢとエリアＡとの間のルミナンスばらつきを低減す
るためにそれぞれエリアＢ及びエリアＡに提供され得るタイプの例示的な信号ＣＬＫＢ及
びＣＬＫＡを示す。図８の例では、クロックＣＬＫＢとクロックＣＬＫＡのスルーレート
は異なる。トランジスタＴ２のゲートとノードＮａとの間に寄生キャパシタンスがあり、
これにより、ＣＬＫＢ信号などのより速いスルーレート信号は、ＣＬＫＡ信号などのより
遅いスルーレート信号よりもデータラインＤからノードＮａ上に多くのデータを受け渡す
ことが可能になる。（ゲートラインがピクセル２２によってより重くローディングされる
）領域Ｂにおいてより速いスルーレート信号ＣＬＫＢを使用し、（ゲートラインがピクセ
ル２２によってあまり重くローディングされない）領域Ａにおいてより遅いスルーレート
信号ＣＬＫＡを使用することによって、データ信号Ｖｄａｔａは、領域Ａ及び領域Ｂにお
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いてノードＮａ上に一様にロードされることになり、それにより、領域Ａと領域Ｂとの間
の望ましくないピクセル輝度ばらつきが低減される。図９の例では、信号ＣＬＫＡのパル
ス幅（パルス持続期間）は、信号ＣＬＫＢのパルス幅（パルス持続期間）よりも小さい。
領域Ｂにおいて使用されるＣＬＫＢのより長いパルス幅は、領域Ｂにおいてピクセルの行
中のゲートライン上の追加のローディングについて補償するのに役立つ。図１０の例では
、クロック信号ＣＬＫＡは、領域Ａに対して領域Ｂにおいてピクセルの行中のゲートライ
ン上の追加のローディングについて補償するのを助けるために、（１ステッププロファイ
ルを有する）ＣＬＫＢよりも短いパルス形状と遅いスルーレートとをＣＬＫＡのパルスに
提供する２ステッププロファイルを有する。図８、図９、及び図１０の例は、クロックＣ
ＬＫＡ及びＣＬＫＢ（並びに、したがって、ディスプレイ１４のそれぞれのエリアＡ及び
エリアＢ中のピクセル２２に供給されるゲートライン信号Ｇ）のために使用され得る信号
プロファイルの例である。所望される場合、他のタイプの信号、及び信号ＣＬＫＡと信号
ＣＬＫＢの他の組合せが使用され得る。
【００５９】
　駆動トランジスタＴＤへの既知のオンバイアスストレスの印加の有効性を向上させるた
めに、図１１のピクセル２２のための例示的なピクセル回路に示されているように、放射
信号ＥＭを、２つのそれぞれの独立して制御される放射信号ＥＭ１及びＥＭ２に分離する
ことが望ましいことがある。図１１の例では、放射制御信号（放射イネーブル信号）ＥＭ
２は、放射トランジスタＴ４を制御するのに使用され、放射制御信号（放射イネーブル信
号）ＥＭ１は、放射トランジスタＴ５を制御するのに使用される。図３のピクセル回路２
２によって示されているタイプの配置では、放射信号ＥＭは、電圧Ｖｉｎｉがトランジス
タＴ３を介してノードＮａ上に駆動されているオンバイアスストレス動作中に高である。
ＥＭが高であるので、図３のトランジスタＴ４は、位相６０のオンバイアスストレス動作
中にオフであり、図３のトランジスタＴＤのソースにおけるノードＮｂ上の電圧は浮動し
、それにより、駆動トランジスタＴＤにわたるＶｇｓ電圧を低減することができる。対照
的に、図１１の信号ＥＭ２は、オンバイアスストレス動作中に低に保持されてトランジス
タＴ４はオンになり、それにより、ノードＮｂ（トランジスタＴＤのソース）は正電源電
圧ＥＬＶＤＤにおいて高に保持されて、大きいゲートソース電圧Ｖｇｓが駆動トランジス
タＴＤに効果的に印加され得る。これは、オンバイアスストレス位相中にＧＩが低に取ら
れたとき、どのようにＥＭ１が高でありＥＭ２が低であるかを示す図１２に示されている
。
【００６０】
　所望される場合、ディスプレイドライバ回路２０は、ディスプレイ中の行ごとのルミナ
ンスばらつきを低減するためにピクセル２２に行依存のゲートライン信号を供給し得、そ
れのピクセルは、共通に制御される放射制御トランジスタを有する（例えば、図３のピク
セル２２を参照されたい）か、あるいはそれのピクセルは、独立して制御される放射トラ
ンジスタを有する。
【００６１】
　データラインＤから各ピクセル２２のノードＮａ上にローディングされる電荷（信号Ｖ
ｄａｔａ）の量は、そのピクセルのゲートライン信号の特性に依存する。データローディ
ング動作中に、ゲートライン信号ＧＷ（すなわち、図５の第３のＧＷパルス）は、トラン
ジスタＴ１、ＴＤ、及びＴ２を通してデータラインＤからノードＮａ上にデータをローデ
ィングするために（図５の例では低に取られて）アサートされる。図３のトランジスタＴ
３の寄生キャパシタンス（Ｃｇｓ）に起因して、より速いスルーレートとより長いパルス
持続期間とをもつ信号ＧＷは、より遅いスルーレートとより短い持続時間とをもつ信号Ｇ
Ｗよりも多くの電圧ＶｄａｔａをノードＮａ上にローディングする傾向がある。
【００６２】
　ゲートラインローディングは、ゲートライン上のゲートラインパルスの形状に影響を及
ぼし、したがって、ピクセル輝度に影響を及ぼすことができる。より大きい量のゲートラ
インローディングをもつゲートラインは、より小さい量のゲートラインローディングをも
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つゲートラインよりも薄暗い傾向がある。ディスプレイ１４中の行は、輝度ばらつきを低
減するのを助けるために異なる量のゲートラインローディングを提供され得る。これらの
ゲートラインローディング調整は、図８、図９、及び図１０に関して説明したように、デ
ィスプレイ１４中のピクセルの行に提供されるゲートラインパルスの形状が行依存の輝度
ばらつきを低減するように調整される技法を使用することに加えて及び／又はそれの代わ
りに行われ得る。一例として、より少ないピクセルを有するより短い行は、それらの行が
ディスプレイ中でより長い行と同様に又はそれと同等に挙動するようになるのを助けるた
めに、（ダミーロード又は補助ゲートラインローディング構造と呼ばれることがある）補
助ロードを与えられ得る。
【００６３】
　等しくない長さのピクセル（異なる数のピクセル）の行を有するディスプレイ中の輝度
ばらつきを平滑化するのを助けるために使用され得る様々なローディング方式の影響を示
すグラフが図１３に示されている。図１３の例では、ゲートラインローディング（ロード
）は、（例えば、図６の行Ｒ０において開始してディスプレイ１４の上側部分の）行の数
の関数としてプロットされている。実線９０は、補助ローディング構造なしの図６に示さ
れているタイプのディスプレイに対応する。行ＲＭよりも小さい行（すなわち、図６のエ
リアＡ中の行）は、漸進的に増加する量のローディングを経験する。行ＲＭの後に（すな
わち、エリアＢ中で）、ローディングはロード値ＬＭに達する。補償されていないディス
プレイ構成（実線９０）では、それぞれの行ＲＭ及び行ＲＭ＋１のゲートラインによるロ
ーディング量の経験に比較的鋭い不連続性（ローディング差ＤＬＭ）が存在し得る。この
不連続性は、行ＲＭ中のピクセルの輝度と行ＲＭ＋１中のピクセルの輝度との間の顕著な
ばらつきにつながり得る。例えば、ロードが、連続する行の間で１０％超だけ変化する場
合、連続する行中のピクセルの輝度は１０％超又は他の可視量だけ変化し得る。
【００６４】
　これらなどの輝度ばらつきは、ディスプレイ１４の適切な行（例えば、行のゲートライ
ン上のピクセルが欠如していることにより、本来なら過少ローディングされるはずである
行）に補助ゲートラインローディング構造を追加することによって平滑化され得る。例え
ば、所与の数のピクセルにゲートラインが結合されたディスプレイの第１のエリアと、そ
の所与の数のピクセルより少ないものにゲートラインが結合されたディスプレイの第２の
エリアとの間の輝度ばらつきは、１０％未満の輝度ばらつき、２０％未満の輝度ばらつき
、５０％未満、１５％未満、５％未満、２％未満、１％未満、又は他の好適な輝度ばらつ
き値未満である輝度ばらつきに低減され得る）。ライン９２によって示されている１つの
例示的な配置では、ゲートラインローディングは、行９８のゲートラインに補助ロードを
追加することによって平滑化される。所望される場合、（例えば、ライン９４によって示
されているように、行Ｒ０～ＲＭのゲートラインの各々に異なる量のロードを追加するこ
とによって）更なる平滑化が達成され得る。所望される場合、行Ｒ０～ＲＭ中のゲートラ
インは、ディスプレイ１４中の行のすべてのゲートライン上のローディングを等化するの
に十分な補助ゲートラインローディングを追加することによって補償され得る（例えば、
図１３の例示的なローディングライン９６を参照されたい）。概して、任意の好適な量の
補助ローディングが、ディスプレイ１４の適切な行に追加され得る。補助ロードは、（例
えば、ライン９６によって示されているようにすべての行についてローディングを完全に
等化するために）大きくなり得るか、（例えば、ライン９４によって示されているように
平滑化するために）中程度であり得るか、あるいは、ライン９２によって示されているよ
うに、（例えば、比較的穏当な数の行（例えば、行９８）にローディングを追加すること
によって行ＲＭ／ＲＭ＋１におけるロード不連続性を平滑化するのを助けるために比較的
小さくなり得る。また、これらの方式のいずれも、図８、図９、及び図１０に関して説明
したタイプの行依存のゲート信号整形方式、並びに／あるいは（輝度の不連続性を平滑化
するのを助けるためにディスプレイ１４においていかなる好適な数の行にわたっても拡張
し得る）他のディスプレイ輝度平滑化配置と組み合わされ得る。
【００６５】
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　ディスプレイ１４の適切な行のゲートラインに補助ロードを追加するための例示的な配
置が図１４～図２５に示されている。
【００６６】
　図１４の例示的な構成に示されているように、選択されたゲートラインＧ（例えば、図
３のゲートラインＧＩ及び／又はＧＷあるいは他の好適なゲートライン）は、ダミーピク
セル２２Ｄなどの補助ローディング構造（補助ゲートラインローディング構造）に結合さ
れたゲートライン延長部ＧＥなどの延長部分とともに提供され得る。図１４のディスプレ
イ１４は、ピクセルなしノッチ６６など、ノッチ又は他のピクセルなしエリアを有する。
ディスプレイ１４は、基板１０２など、１つ以上の基板層を有し得る。基板１０４は、エ
ッジ１０４などのエッジを有し得る。エッジ１０４は、（図１４の例におけるように）直
線であるか又は湾曲し得る。ディスプレイノッチに隣接する基板１０２の狭いボーダー部
分（すなわち、非アクティブエリアＩＡ）は、ピクセル２２なしであるが、ダミーピクセ
ル２２Ｄなどの補助ゲートラインローディング構造を含んでいることがある。図１４では
、非アクティブエリアＩＡは、破線１００によって（アクティブピクセル２２を含んでい
る）アクティブエリアＡＡから分離されている。ダミーピクセル２２Ｄがあまりに遠く非
アクティブエリアＩＡに浸入しないことを保証するために（すなわち、ダミーピクセル２
２Ｄが基板１０２のエッジ１０４のあまりに近くにないことを保証するために）、ダミー
ピクセル２２Ｄのレイアウトは湾曲したエッジ１０４に適応し得る。行ＲＭ＋１中のゲー
トラインＧによって経験される大量のローディング（長い行と呼ばれることがある）と、
行Ｒ０～ＲＭ中のゲートラインＧによって経験されるより少量のローディング（短い行と
呼ばれることがある）との間でスムーズに遷移するために、比較的大量の補助ローディン
グは行ＲＭにおいて供給され得（例えば、図１４の例では４つのダミーピクセル２２Ｄ）
、漸進的により少量の補助ローディングは、行ＲＭから漸進的により遠い行において供給
され得る（例えば、図１４の例では２つの補助ダミーピクセル２２Ｄが行ＲＭ－１中のゲ
ートラインに結合され得る、など）。図１４の例示的な構成では、ただ２つの行（ＲＭ及
びＲＭ－１が補助ローディングを供給されているが、概して、任意の好適な数の行（例え
ば、２～２０個の行、２～１００個の行、５０～１０００個の行、２５個超の行、２００
０個未満の行など）が補助ローディングを供給され得る。任意の好適な数（例えば、１～
１０００個、１０個超、５００個未満など）のダミーピクセル２２Ｄが、行依存の輝度ば
らつきを低減するために、ディスプレイ１４の各行中のゲートラインＧＷに結合され得（
例えば、図３のゲートラインＧＷを参照されたい）、及び／又はディスプレイ１４中の他
の好適な水平制御ラインに結合され得る。
【００６７】
　ダミーピクセル２２Ｄは、通常ピクセル２２のピクセル回路のすべてを含んでいてよい
が、これらのピクセルが光を放射するのを防止する、小さいが重要な修正を伴う。アクテ
ィブピクセル２２をダミーピクセル２２Ｄに変換するために行われ得る修正の例としては
、ピクセル２２Ｄからピクセル２２の放射材料を省略すること、ピクセル２２Ｄのアノー
ドを省略すること、開回路を作成するためにピクセル２２Ｄ中の薄膜トランジスタ回路を
ピクセル２２Ｄ中の発光ダイオードに結合している金属トレースの小さい部分を省略する
ことなどが挙げられる。図１４のピクセル２２Ｄの各々の（上方から閲覧されたときに略
記される）フットプリントは、ピクセル２２の各々のフットプリントと同じであり得る。
【００６８】
　所望される場合、キャパシタから形成された補助ローディング構造が使用され得る。こ
のタイプの配置は図１５に示されている。図１５の例では、行ｋ＋１と行ｋ＋２との間の
ローディング不連続性を平滑化するのを助けるために、行ｋ及び行ｋ＋１中に補助ロード
２２ＬＤが提供されている。図１５の回路図は、どのようにゲートラインＧＩ及びＧＷ上
のゲートライン信号がゲートドライバ回路２０Ｂ中の同じゲートドライバによって生成さ
れ得るかを示している。例えば、ゲートライン信号ＧＩ（ｋ＋１）は、行ｋ＋１中のＧＩ
ラインを行ｋ中のゲートラインＧＷのためのゲートドライバ２０Ｂ～Ｄの出力に結合する
ことによって生成され得る（すなわち、ＧＩ（ｋ＋１）＝ＧＷ（ｋ））。補助ゲートライ
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ンローディング構造（補助ゲートラインロード）２２ＬＤは、各行においてゲートライン
ＧＩとゲートラインＧＷの両方に結合され得るか、あるいは、図１５に示されているよう
に、ゲートライン延長部ＧＥよって消費されるエリアを低減するために、各行において単
一のゲートライン（すなわち、ゲートラインＧＷ）のみに結合され得る。
【００６９】
　図１５の例では、各補助ロード２２ＬＤは、それが結合されたゲートラインと同じ行中
に位置する。所望される場合、ゲートライン延長部ＧＥは、複数の行にわたっている図１
６の部分ＧＥ'など、曲がった部分を有し得る。これにより、ローディング構造のうちの
いくつかは、それらが結合されたゲートライン以外の行中に位置することが可能になる。
図１６の配置では、例えば、補助ローディング構造２２ＬＤ'は行ＲＭ中に位置するが、
ゲートライン延長部ＧＥ'を使用して行ＲＭ－２中のゲートラインＧＷに結合される。こ
のタイプの配置は、補助ローディング構造の配置を最適化するのを助けるために使用され
得る（例えば、これらの構造を基板エッジ１０４のあまりに近くに配置することなしに又
はボーダーＩＡのサイズを過大に増加させることなしに、より多くの補助ローディング構
造がボーダーＩＡに組み込まれ得るように）。
【００７０】
　図１７の例示的なディスプレイ１４は、異なる行中に異なる幅のゲートラインを含む。
長い行ＲＭ＋１は、通常にサイズ決定されたゲートラインＧ（すなわち、幅Ｗ２のゲート
ライン）を有する。短い行は、ローディングを向上させるために適切に拡張されたゲート
ラインとともに提供され得る。例えば、補助ローディング構造は、行ＲＭについては、行
ＲＭ中のゲートラインＧの幅をＷ２よりも大きい値Ｗ１に増加させることによって形成さ
れ得る。ゲートラインＧの幅を拡張することによって提供される追加のキャパシタンスは
、その追加の幅が補助ゲートラインローディング構造として働くことを可能にする。
【００７１】
　図１８は、様々な数のピクセルをもつ行について補償するためにどのようにゲートドラ
イバ２０Ｂ～Ｄなどのゲートドライバの強度が変化され得るかを示す。例えば、行ＲＭ＋
１など、通常の（長い）行中の出力バッファ（ゲートドライバ）２０Ｂ～Ｄは、出力バッ
ファが通常の強度でゲートラインＧ上にゲートライン信号を駆動するように、通常サイズ
のトランジスタを有し得るが、行ＲＭなど、短い行中の出力バッファ２０Ｂ～Ｄは、強度
を低減していることがある（例えば、長い行のゲートドライバ中のトランジスタよりも小
さく、したがってより弱いトランジスタ）。行依存のゲートドライバ強度調整は、１つ以
上の他の輝度不連続性平滑化配置（例えば、補助ローディング構造、ゲートライン信号ス
ルーレート修正など）と組み合わせて行われ得る。
【００７２】
　図１９は、ゲートラインＧと接地ラインＧＮＤとの間に並列に結合された２つのキャパ
シタＣから形成される例示的な補助ローディング構造の回路図である。接地ラインＧＮＤ
は、接地電源ライン（例えば、ＥＬＶＳＳ）から、ゲートドライバ接地（例えば、ＶＧＬ
）から、又は他の好適な信号経路から形成され得る。図１９のキャパシタＣは、（例とし
て）図２０及び図２１に示されているタイプの構造から形成され得る。
【００７３】
　図２０の例では、キャパシタＣは、誘電体１１４によって分離された第１の電極１１０
と第２の電極１１２とを有する。誘電体１１４は、ディスプレイ１４において無機及び／
又は有機誘電体材料の１つ以上の層から形成され得る。電極１１０及び１１２は、金属層
、導電性半導体層（例えば、ドープポリシリコンなど）、又は他の導電層から形成され得
る。例えば、電極１１０及び１１２は、ディスプレイ１４の薄膜トランジスタ回路におい
て第１のゲート金属層、第２のゲート金属層、ソースドレイン金属層、シリコン層、又は
他の好適な導電層などの導電層から形成され得る。特に、電極１１０は、第２のゲート金
属層から形成された上側電極であり得、電極１１２は、第１のゲート金属層から形成され
た下側電極であり得、上側電極１１０は、ソースドレイン金属層から形成され得、下側電
極１１２は、第２のゲート金属層から形成され得るか、あるいは上側電極１１０は、第１
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のゲート金属層又はソースドレイン金属層から形成され得、下側電極１１２は、ドープポ
リシリコン層又は他のドープ半導体層から形成され得る。
【００７４】
　図２１の例示的な構成では、キャパシタＣのための第１の電極は、互いに短絡された上
側層１１６Ａと下側層１１６Ｂとから形成される。図２１のキャパシタＣのための第２の
電極は導電層１１８から形成される。誘電体１１４は、第１の電極と第２の電極を分離し
得る。電極層１１６Ａは、ソースドレイン金属層から形成され得、電極層１１６Ｂは、ド
ープ半導体層（例えば、ドープポリシリコン層）などの導電層から形成され得る。電極１
１８は、ゲート金属層（例えば、ディスプレイ１４が複数のゲート金属層を有する構成に
おける第１のゲート金属層）から形成され得る。
【００７５】
　所望される場合、他のキャパシタ構成が使用され得る。図２０及び図２１の例示的なキ
ャパシタ構造は例示にすぎない。キャパシタＣは、信号ライン（例えば、ゲートライン及
び接地ライン）を使用して互いに結合された個々のキャパシタ電極から形成され得る。ど
のくらいの補助ゲートラインローディングが行われるかを調整するために各行から様々な
数のキャパシタが追加又は削除され得るか、あるいはディスプレイ１４の各行は、補助ロ
ーディングのために単一の未分割キャパシタ構造を有し得る。信号ライン（例えば、ゲー
トライン及び接地ライン）によって互いに結合された複数のより小さいキャパシタの使用
は、（例えば、所与のキャパシタに蓄積される電荷量を低減することによって）製造中の
静電放電事象からの損傷の危険を低減するのを助け得る。
【００７６】
　図２２は、ゲートラインＧに結合されており、関連する接地ラインＧＮＤに結合されて
いる、複数のキャパシタＣ（例えば、図２０及び／又は図２１に示されているタイプのキ
ャパシタ）から補助ローディング構造２２Ｄが形成されている、例示的な構成におけるデ
ィスプレイ１４の行を示す。
【００７７】
　図２３は、部分１２２など、ゲートライン延長部ＧＥの部分に蛇行経路形状を提供する
ことによってどのようにゲートライン延長部ＧＥにおけるゲートラインＧの抵抗が調整さ
れ得るかを示す。ゲートライン延長部Ｇは、１つ以上のキャパシタＣから形成されたロー
ディング構造２２Ｄ又は他のローディング構造などの補助ロードに結合され得る。ライン
部分ＧＥの抵抗への調整は、ゲートラインＧに課されたローディングの影響を調整するの
に役立ち得る（すなわち、蛇行経路は、行において補助ゲートラインローディング構造の
一部を形成すると考えられ得る）。
【００７８】
　図２４は、どのように補助ローディング構造２２Ｄが小形ピクセル様のダミーピクセル
回路から形成され得るかを示す。これらの回路は、通常のピクセル２２と同じトランジス
タ、キャパシタ、信号トレース、及び他の薄膜回路のうちのいくつかを含み得るが、ピク
セル２２の構成要素のうちのｎいくつかが省略されているので、より小さいフットプリン
トを有する。ピクセル２２からの１つ以上のピクセル構成要素の省略は、ダミーピクセル
回路のフットプリントが低減されることを可能にし、ダミーピクセル回路が光を放射する
ことを不可能にする。同時に、ゲートラインＧに課されるローディングの量は、通常のピ
クセル２２によって課されるものと同じ又はほぼ同じであり得る。図２４の補助ローディ
ング構造２２Ｄのための低減サイズ（圧縮）ダミーピクセル回路を形成するためにピクセ
ル２２から削除され得るピクセル構成要素の一例は、（ピクセルエリアの比較的大きい量
を通常は消費する）発光ダイオード４４のアノードである。通常のピクセル２２に対して
ダミーピクセル回路のサイズを低減するために、ピクセル回路のレイアウトは、アノード
が削除された後に縮小され得る。対照的に、図１４に示されているタイプのダミーピクセ
ル２２Ｄは、ピクセル２２と同じフットプリントを有し得る。
【００７９】
　所望される場合、エリアＡ中のゲートラインの各々は、ディスプレイ１４中のノッチを
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越えて延びるピクセルなし部分（ゲートライン延長部分）を有し得、それは、そのゲート
ラインのローディングを増加させるのに役立つ。図２５に示されているように、例えば、
短い行は、ノッチ６６の存在により長い行よりも少ないピクセルを含んでいるが、ゲート
ライン延長部ＧＥは、短い行中のゲートラインの各々がディスプレイ１４（すなわち、デ
ィスプレイ１４の基板）の幅にわたることを可能にするために十分に延長され得る。図２
５のゲートライン延長部ＧＥは、追加の補助ゲートラインローディング構造及び／又はゲ
ート信号スルーレート修正、ゲートドライバ回路修正などの必要を部分的に又は完全にな
くすために、ディスプレイ１４の短い行上の十分なローディングを課し得る。
【００８０】
　図２５の例示的な構成では、ゲートドライバ回路２０Ｂは、ゲートラインＧの左端と右
端の両方に結合されたゲートドライバ２０Ｂ～Ｄを含む。ディスプレイ１４の長い行では
（すなわち、エリアＢ中では）、各ゲートラインの左端と右端の両方におけるドライバの
使用は、十分なデータローディングを保証するのを助け得る。短い行では（すなわち、エ
リアＡ中では）、左ドライバと右ドライバの両方が必要であるとは限らず、これらのドラ
イバのうちの１つは、ディスプレイ輝度のばらつきを低減するのを助けるために省略され
得る。このタイプの配置では、ディスプレイ１４のエッジのうちの１つ（例えば、図２５
の右側エッジ）に沿ったゲートドライバ２０Ｂ～Ｄの一部又は全部は、ディスプレイ１４
の短い行から省略され得、したがって、短い行の一部又は全部は、ただ１つのゲートライ
ン端部（例えば、ゲートラインＧの左端）に結合されたゲートドライバによって駆動され
得るが、長い行のすべては、ゲートラインＧの両方の対向端に（例えば、各ゲートライン
Ｇの左端及び右端に）結合されたゲートドライバによって駆動され得る。（各ゲートライ
ンに結合されたゲートドライバの数が、異なる行の間で変化する）このタイプの構成は、
ディスプレイ輝度のばらつき（行依存のゲートライン信号スルーレートばらつき、行依存
のゲートドライバ強度、行依存の補助ローディングばらつきなど）を平滑化するための１
つ以上の他の配置と組み合わされ得る。
【００８１】
　一実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ回路に結合
されたデータラインと、ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、列及び
行を有するピクセルのアレイと、を含むディスプレイが提供され、ディスプレイの第１の
エリア中の行はディスプレイの第２のエリア中の行よりも短く、ディスプレイドライバ回
路は、異なる第１のエリア及び第２のエリア中の行のゲートライン上にゲートライン信号
を提供するように構成されている。
【００８２】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、第１のクロック信号を発生する
第１のクロック発生器と、第２のクロック信号を発生する第２のクロック発生器とを含ん
でいる。
【００８３】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、第１のクロック信号を受信する
第１の入力と、第２のクロック信号を受信する第２の入力と、クロック経路に結合された
出力とを有するマルチプレクサを含んでいる。
【００８４】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、行の各々中にゲートドライバ回
路を有するゲートドライバ回路を含んでおり、ゲートドライバ回路はクロック経路上で信
号を受信する。
【００８５】
　別の実施形態によれば、第１のエリアはピクセルなしノッチを有し、ディスプレイドラ
イバ回路は、第１のエリアの行中のゲートドライバ回路に第１のクロック信号を供給する
ように、及び第２のエリアの行中のゲートドライバ回路に第２のクロック信号を供給する
ようにマルチプレクサに指示するように構成されている。
【００８６】
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　別の実施形態によれば、第１のクロック信号と、第１のエリアの行中のゲートドライバ
回路によって生成された対応するゲートライン信号とは、第２のクロック信号及び第２の
エリアの行中のゲートドライバ回路によって生成された対応するゲートライン信号よりも
遅いスルーレートを有している。
【００８７】
　別の実施形態によれば、第１のクロック信号と、第１のエリアの行中のゲートドライバ
回路によって生成された対応するゲートライン信号とは、第２のクロック信号及び第２の
エリアの行中のゲートドライバ回路によって生成された対応するゲートライン信号よりも
短いパルス持続期間を有している。
【００８８】
　別の実施形態によれば、第１のクロック信号と、第１のエリアの行中のゲートドライバ
回路によって生成された対応するゲートライン信号とは、２ステッププロファイルを有し
ており、第２のクロック信号及び第２のエリアの行中のゲートドライバ回路によって生成
された対応するゲートライン信号は、１ステッププロファイルを有している。
【００８９】
　別の実施形態によれば、各ピクセルは７つのトランジスタと１つのキャパシタとを有し
ている。
【００９０】
　別の実施形態によれば、各ピクセル中の７つのトランジスタは、第１の電源端子と第２
の電源端子との間に有機発光ダイオードと直列に結合された駆動トランジスタ並びに第１
及び第２の放射トランジスタを含んでいる。
【００９１】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、各行中に、ディスプレイドライバ回路から上
記行のピクセルに第１の放射制御信号を受け渡す第１の放射制御ラインと、ディスプレイ
ドライバ回路から上記行のピクセルに第２の放射制御信号を受け渡す第２の放射制御ライ
ンとを含んでいる。
【００９２】
　別の実施形態によれば、各ピクセルは７つのトランジスタと１つのキャパシタとを有し
ている。
【００９３】
　別の実施形態によれば、各ピクセル中の７つのトランジスタは、第１の電源端子と第２
の電源端子との間に有機発光ダイオードと直列に結合された駆動トランジスタ並びに第１
及び第２の放射トランジスタを含んでいる。
【００９４】
　別の実施形態によれば、各行中の第１の放射ラインは、上記行中の各ピクセルの第１の
放射トランジスタに結合されており、各行中の第２の放射ラインは、上記行中の各ピクセ
ルの第２の放射トランジスタに結合されている。
【００９５】
　一実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ回路に結合
されたデータラインと、ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、列及び
行を有するピクセルのアレイと、を含むディスプレイが提供され、各ピクセルは７つのト
ランジスタと１つのキャパシタとを有しており、各ピクセル中の７つのトランジスタは、
第１の電源端子と第２の電源端子との間に有機発光ダイオードと直列に結合された駆動ト
ランジスタ並びに第１及び第２の放射トランジスタを含んでおり、ディスプレイは、各行
中に、ディスプレイドライバ回路から上記行のピクセルに第１の放射制御信号を受け渡す
第１の放射制御ラインと、ディスプレイドライバ回路から上記行のピクセルに第２の放射
制御信号を受け渡す第２の放射制御ラインと、を含んでいる。
【００９６】
　別の実施形態によれば、各行中の第１の放射ラインは、上記行中の各ピクセルの第１の
放射トランジスタに結合されており、各行中の第２の放射ラインは、上記行中の各ピクセ
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ルの第２の放射トランジスタに結合されている。
【００９７】
　一実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ回路に結合
されたデータラインと、ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、列及び
行を有するピクセルのアレイと、を含むディスプレイが提供され、各ピクセルは、少なく
とも７つのｐチャネル金属酸化物半導体トランジスタ及び少なくとも１つのキャパシタを
有しており、各ピクセル中のトランジスタは、第１の電源端子と第２の電源端子との間に
有機発光ダイオードと直列に結合された駆動トランジスタ並びに第１及び第２の放射トラ
ンジスタを含んでおり、ディスプレイは、ディスプレイドライバ回路から各行のピクセル
に第１の放射制御信号を受け渡す上記行中の第１の放射制御ラインと、ディスプレイドラ
イバ回路から各行のピクセルに第２の放射制御信号を受け渡す上記行中の第２の放射制御
ラインと、各行中の各ピクセルのトランジスタにおいて少なくとも第１及び第２のスイッ
チングトランジスタを制御する上記行中の第１及び第２のゲートラインと、を含んでいる
。
【００９８】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、第１のクロック信号を発生する
第１のクロック発生器と、第２のクロック信号を発生する第２のクロック発生器とを含ん
でおり、第１のクロック信号を受信する第１の入力と、第２のクロック信号を受信する第
２の入力と、クロック経路に結合された出力とを有するマルチプレクサを含んでいる。
【００９９】
　別の実施形態によれば、各行中の第１の放射ラインは、上記行中の各ピクセルの第１の
放射トランジスタに結合されており、各行中の第２の放射ラインは、上記行中の各ピクセ
ルの第２の放射トランジスタに結合されている。
【０１００】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、クロック経路上で信号を受信す
る行の各々中のゲートドライバ回路を含む。
【０１０１】
　一実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ回路に結合
されたデータラインと、ディスプレイドライバ回路に結合されたゲートラインと、行及び
列を有するピクセルのアレイと、を含むディスプレイが提供され、ディスプレイの第１の
エリア中の行のゲートラインは、ディスプレイの第２のエリア中の行よりもピクセルのア
レイ中のピクセルのうち少数のものに結合されており、ディスプレイは、第１のエリア中
のゲートラインのうちの少なくともいくつかに結合された補助ゲートラインローディング
構造であって、上記ゲートライン上のローディングを増加させ、それにより、ディスプレ
イの第１のエリアと第２のエリアとの間のディスプレイ輝度のばらつきを平滑化する、補
助ゲートラインローディング構造を含んでいる。
【０１０２】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、光を放射しないダミー
ピクセルを含んでいる。
【０１０３】
　別の実施形態によれば、ダミーピクセルは、発光ダイオードの放射材料を含んでいない
。
【０１０４】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造はキャパシタを含んでいる
。
【０１０５】
　別の実施形態によれば、第１のエリア中の行のうちの第１の行は、第１のエリアの行の
うちの第２の行中の補助ゲートラインローディング構造に結合されている。
【０１０６】
　別の実施形態によれば、行のうちの第１の行のピクセルは、ゲートラインのうちの所与
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の１つに関連付けられており、ゲートラインのうちの所与の１つは、行のうちの第１の行
から行のうちの第２の行に延びるゲートライン延長部を有している。
【０１０７】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、第１のエリアから第２
のエリアへの距離の漸進的増加とともに、第１のエリアのゲートライン上のローディング
の量を漸進的に減少させる。
【０１０８】
　一実施形態によれば、ノッチをもつ基板と、基板上の有機発光ダイオードピクセルと、
ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ回路及び有機発光ダイオードピクセ
ルに結合されたデータラインと、ディスプレイドライバ回路及び有機発光ダイオードピク
セルに結合されたゲートラインと、を含む有機発光ダイオードディスプレイが提供され、
有機発光ダイオードピクセルは列及び行で配置されており、ノッチを含むディスプレイの
第１のエリア中の行は、ディスプレイの第２のエリア中の行よりもピクセルのうち少数の
ものに結合されており、有機発光ダイオードディスプレイは、第１のエリア中のゲートラ
インの少なくとも部分に結合された補助ゲートラインローディング構造であって、上記ゲ
ートライン上のゲートラインローディングを増加させ、それにより、第１のエリア中のゲ
ートラインと第２のエリア中のゲートラインとの間のゲートラインローディングの差を低
減する、補助ゲートラインローディング構造を含んでいる。
【０１０９】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、ゲートラインの部分中
にゲートラインに結合されたキャパシタを含んでいる。
【０１１０】
　別の実施形態によれば、ゲートラインの部分中の各ゲートラインは、複数のキャパシタ
に結合されている。
【０１１１】
　別の実施形態によれば、キャパシタの各々は上側電極及び下側電極を有している。
【０１１２】
　別の実施形態によれば、キャパシタの各々は、第１の導電層、第２の導電層、及び第３
の導電層を有しており、第１の導電層及び第３の導電層は、互いに短絡され、第１のキャ
パシタ電極を形成しており、第２の導電層は、第１の導電層と第３の導電層との間に挿入
され、第２のキャパシタ電極を形成している。
【０１１３】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、第１のエリア中の異な
るゲートラインに異なる量のキャパシタンスを与える。
【０１１４】
　別の実施形態によれば、ゲートドライバ回路は、各行中にゲートラインのうちの１つに
結合されたゲートドライバを含んでおり、第１のエリア中のゲートドライバのうちの少な
くとも１つは、第２のエリア中のゲートドライバのうちの少なくとも１つとは異なる強度
を有している。
【０１１５】
　別の実施形態によれば、ディスプレイドライバ回路は、異なるスルーレートを有する第
１のエリア及び第２のエリア中の行のゲートライン上にゲートライン信号を提供するよう
に構成されている。
【０１１６】
　一実施形態によれば、ノッチをもつ基板であって、基板が幅を有する、基板と、基板上
の有機発光ダイオードピクセルと、ディスプレイドライバ回路と、ディスプレイドライバ
回路に結合されると共にピクセルに結合されたデータラインと、ディスプレイドライバ回
路に結合されピクセルに結合されたゲートラインと、を含む有機発光ダイオードディスプ
レイが提供され、ピクセルは列及び行を有しており、ディスプレイの第１のエリア中の行
のゲートラインは、第２のエリア中の行のゲートラインよりもピクセルのうち少数のもの
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幅にわたっており、第１のエリア中の行のゲートラインは、ノッチを越えて延びるピクセ
ルなし部分をそれぞれ有している。
【０１１７】
　別の実施形態によれば、有機発光ダイオードディスプレイは、第１のエリア中のゲート
ラインの第１のセットに結合された補助ゲートラインローディング構造を含んでおり、こ
の補助ゲートラインローディング構造は、ゲートラインの第１のセット上のゲートライン
ローディングを増加させ、それにより、ゲートラインの第１のセットと第２のエリア中の
ゲートラインの第２のセットとの間のゲートラインローディングの差を低減する。
【０１１８】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造はダミーピクセルを含んで
いる。
【０１１９】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、ゲートラインの第１の
セット中に各ゲートラインに結合された少なくとも１つのキャパシタを含んでいる。
【０１２０】
　別の実施形態によれば、補助ゲートラインローディング構造は、ゲートラインの第１の
セットに結合されたキャパシタを含んでおり、ゲートラインの第１のセット中のゲートラ
インのうちの少なくとも所与の１つは、ゲートラインのうちの所与の１つとは異なる行中
のキャパシタに結合されている。
【０１２１】
　前述の内容は例示にすぎず、説明した実施形態の範囲及び趣旨から逸脱することなく、
当業者によって様々な修正が行われ得る。前述の実施形態は、個々に又は任意の組合せで
実装され得る。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

显示器（10）可包括像素阵列（22）。显示驱动器电路向像素提供数据和控制信号。显示器的第一区域（A）中的行（R0，RM）
比显示器的第二区域（B）中的行（RM + 1）短。显示驱动器电路包括栅极驱动器电路，其向显示器中的不同像素行提供不同的栅
极线信号。不同的行也可以具有不同的栅极驱动器强度和不同的辅助栅极线负载结构。每个像素可以具有七个晶体管，电容器和诸
如有机发光二极管的发光二极管。七个晶体管可以使用水平控制线接收控制信号。每个像素可以具有与像素的驱动晶体管和发光二
极管串联耦合的第一和第二辐射使能晶体管。第一和第二辐射使能晶体管可以耦合到公共控制线，或者可以单独控制，使得偏置应
力可以有效地施加到驱动晶体管。
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